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西村証券 企業調査情報                2026/02/04

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

タカラバイオ（コード 4974） 
◆各決算期の中間期業績推移(連結) 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

23.3 32,587 10,870 70.9 0.0 8,672 ▲7,518 ▲4,034 20,606 

24.3 19,116 1,410 9.0 0.0 2,087 ▲10,805 ▲5,126 36,065 

25.3 19,758  417  4.3 0.0 6,099 ▲396 ▲2,151 38,223 

26.3 18,794  ▲2,342  ▲57.4 0.0 3,044 ▲18,221 7,732 18,993 

◆通期業績推移(連結)（26.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

23.3 78,142  20,541  133.0 42.0 36,897 ▲6,693 ▲4,119 49,058 

24.3 43,505  3,003  12.3 17.0 1,711 ▲13,043 ▲5,233 33,171 

25.3 45,039  2,263  8.7 17.0 5,844 ▲10,912 ▲2,256 27,036 

26.3予 42,100  ▲4,000  ▲74.7 0.0 － － － － 

 （CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

主力の試薬不振で 26/3 期は 07/3期以来の営業赤字見通し 

26 年 3 月期の中間期は、世界的なライフサ

イエンス研究市場の低迷を背景に、売上高は前

年同期比で 5％減、営業損益は赤字となった。 

事業別の売上高では、受託が 12％増えた一

方、主力の試薬が 7％減った。売上構成の変化

などの影響で売上原価が 13％増、米国キュリ

オ社の買収関連費用などの計上で販管費も

7％増となった。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）において、

米国キュリオ社の買収に伴う投資活動 CF での

大幅な支出増などにより、現金及び現金同等物

の当中間期末残高は 190 億円（前年同期末比

50％減）に減少した。営業活動 CF は税金等調

整前中間純損失 63 億円（前年同期は 4 億円の

黒字）、減価償却費 21 億円（13％増）、売上債

権の減少額 49 億円（84％増）などから 30 億円

の収入（50％減）に。投資活動 CF は有形・無

形固定資産の取得による支出121億円（1,278％

増）、子会社株式の取得による支出 64 億円（前

年同期は無し）などから 182 億円の支出

（4,501％増）に。財務活動 CF は配当金の支払

額 20 億円（横ばい）、長期借入れによる収入 100

億円（前年同期は無し）などから 77 億円の収

入（同 22 億円の支出）となった。 

ライフサイエンス研究市場の低迷で当期は減収・赤字に 

CF で中間期末の現金及び同等物残高は半減 -20
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本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

この中間期において、前年同期比で売上高全

体の減少幅 10 億円のうち、事業別で受託が 3 億

円増となったが、主力の試薬は 11 億円減と、売

上高全体の減少の大きな要因になった。 

試薬を地域別でみると、欧州が 1 億円増、日

本が 0.7 億円増、米国が 0.6 億円増となったのに

対し、中国が 14 億円減に。欧州では OEM／カ

スタム製品が好調に推移し、日本では検査キッ

トで、米国では B to B でそれぞれ増収となった。

一方、中国では現地企業との価格競争激化に加

え、代理店網の変更に伴う在庫調整により、大幅

な減収となった。 

受託については、遺伝子解析／検査その他で 4

億円減となったのに対し、再生医療等製品が 7億

円増と健闘。遺伝子解析／検査関連では大型予

算の動きが低調なことから、ゲノム解析受託の

受注が減少した。再生医療等製品関連ではベク

ター製造受託や品質試験受託が増加した。 

26 年 3 月期の通期見通しは、会社側の期初発

表値から売上高（修正前 525 億円）、営業利益

（同 25 億円）ともに減額修正され、7％減収、

07 年 3 月期以来の営業赤字となる見込み。 

事業別の売上高予想では、試薬が 297 億円（前

期比 7％減。期初予想比 74 億円減額）、機器が

11 億円（8％減。期初予想比 7 億円減額）、受託

が 82 億円（2％増。期初予想比 20 億円減額）、

遺伝子医療 30 億円（19％減。期初予想比 4 億

円減額）となっている。これらのうち、試薬は、

米国政府による研究助成金の大幅削減や中国で

の競争激化などにより、また、受託は、再生医療

等製品関連で新規受注未達、遺伝子解析／検査

関連で大型予算の動きの低調から、ともに期初

予想を大幅に下回ってくる見込み。 

競争激化による中国の不振で主力の試薬が減収に 

今期通期は 07年 3月期以来の営業赤字へ 
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